
平成29年８月１日（2017年）
第31号
６月定例会

主な内容
２頁 条例の改正など11案件を議決
４頁 一般質問のあらまし
９頁 議案などの審議結果
10頁 委員会などの活動状況      
 シティープロモーション・交流人口拡大特別委員会を設置
11頁 平成28年度の政務活動費の収支報告    
　　 “未来・夢”中学生議会の開催
12頁 平成28年度の議会ＩＣＴ化の視察受け入れ

あんじょう
市議会だより
あんじょう
市議会だより



議
案
質
疑
・
委
員
会
審
査
に
お
け
る

主
な
質
問
な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。

市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

地
方
税
法
の
改
正
等
に
伴
い
、
個
人

市
民
税
に
つ
い
て
は
、
控
除
配
偶
者
の

定
義
の
変
更
に
伴
う
規
定
の
整
備
及
び

肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業
所
得
に
係

る
課
税
の
特
例
の
適
用
期
間
を
３
年
間

延
長
す
る
も
の
。

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
地
域
決

定
型
地
方
税
制
特
例
措
置
、
い
わ
ゆ
る

「
わ
が
ま
ち
特
例
」の
対
象
と
な
る
固
定

資
産
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
税
の
課
税

標
準
の
特
例
措
置
に
係
る
軽
減
の
割
合

を
定
め
る
も
の
。

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
一
定
の

環
境
性
能
を
有
す
る
軽
自
動
車
の
税
率

を
、
軽
減
す
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
。

問　
固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
に
つ
い

て
、
本
市
が
家
庭
的
保
育
事
業
に
対
す

る
特
定
割
合
を
３
分
の
１
と
す
る
理
由

は
何
か
。

答　
こ
れ
ま
で
公
立
及
び
私
立
の
保
育

園
の
増
改
築
等
に
よ
る
定
員
拡
大
に
よ

り
、
保
育
の
必
要
量
確
保
に
努
め
て
き

た
結
果
、
現
時
点
で
は
、
待
機
児
童
ゼ

ロ
を
維
持
し
て
い
る
。

し
か
し
、
近
年
の
保
育
需
要
の
急
激

な
伸
び
を
勘
案
す
る
と
、
将
来
的
に
は
、

保
育
ニ
ー
ズ
が
満
た
せ
な
く
な
る
事
態

が
懸
念
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
同
一
の
目
的
を
有
す
る

企
業
主
導
型
保
育
事
業
と
同
様
の
税
制

措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
へ

の
参
入
が
円
滑
に
進
む
こ
と
を
期
待
し

て
、
地
方
税
法
の
範
囲
内
で
保
育
事
業

の
設
置
を
最
も
推
進
す
る
３
分
の
１
の

特
例
割
合
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　
家
庭
的
保
育
事
業
の
家
屋
及
び
償

却
資
産
の
税
率
を
３
分
の
１
に
下
げ
る

こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
例
え

ば
、
50
坪
の
家
屋
に
お
い
て
保
育
に
使

用
す
る
部
分
が
20
坪
の
場
合
の
税
率
の

適
用
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　
家
屋
の
一
部
を
利
用
す
る
場
合
は

家
庭
的
保
育
事
業
を
行
う
部
分
の
面
積

を
全
体
の
面
積
で
按
分
し
、
特
例
割
合

を
乗
じ
て
、
固
定
資
産
税
額
を
算
出
す

る
こ
と
と
な
る
。

建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正

榎
前
工
業
団
地
東
地
区
計
画
の
決
定

に
伴
い
、
当
該
地
区
計
画
の
区
域
内
に

お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
つ
い
て
、
新

た
に
規
定
す
る
も
の
、
周
辺
環
境
と
調

和
し
た
秩
序
あ
る
工
業
団
地
の
創
出
及

び
保
全
を
図
る
も
の
。

問　
榎
前
工
業
団
地
東
地
区
整
備
計
画

と
安
城
明
祥
地
区
の
整
備
計
画
を
比
べ

る
と
、
容
積
率
の
最
高
限
度
と
建
ぺ
い

率
の
最
高
限
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
は
。

答　
榎
前
工
業
団
地
東
地
区
は
明
祥
地

区
工
業
団
地
や
北
部
地
区
工
業
団
地
と

違
い
、
近
隣
に
住
宅
地
が
あ
り
、
周
辺

環
境
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

建
ぺ
い
率
、
容
積
率
の
最
高
限
度
を
設

置
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

■
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ご
み
焼
却
施

設
通
風
及
び
受
入
供
給
設
備
整
備
工
事

●
契
約
金
額　
４
億
８
２
４
万
円

問　
ご
み
焼
却
施
設
通
風
設
備
及
び
受

入
供
給
設
備
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
か
。

答　
通
風
設
備
と
は
、
焼
却
時
に
発
生

し
た
煙
を
大
型
の
送
風
機
に
よ
り
、
煙

突
に
引
き
込
む
も
の
で
あ
る
。

受
入
供
給
設
備
は
、
大
き
な
ご
み

（
主
に
木
材
等
の
長
物
）を
、
焼
却
処
理

で
き
る
よ
う
に
細
か
く
す
る
破
砕
機
や

ピ
ッ
ト
内
の
ご
み
を
焼
却
炉
に
運
ぶ
ク

レ
ー
ン
設
備
で
あ
る
。

■
調
整
池
整
備
工
事（
末
広
町
地
区
）

●
契
約
金
額　
３
億
２
１
８
４
万
円

問　
今
回
の
整
備
工
事
に
よ
り
、
追
田

排
水
区
の
計
画
貯
留
量
に
対
す
る
整
備

率
は
ど
う
な
っ
た
か
。
ま
た
、
今
後
の

予
定
は
。

答　
今
回
の
調
整
池
を
整
備
す
る
こ
と

で
79
・
5
％
の
整
備
率
と
な
る
。
ま
た
、

今
後
の
計
画
と
し
て
は
、
錦
町
小
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
地
下
に
調
整
池
を
整
備

す
る
予
定
で
あ
り
、
今
年
度
は
基
本
設

計
を
行
う
。
こ
の
整
備
に
よ
り
整
備
率

は
、
85
％
程
度
に
な
る
計
画
で
あ
る
。

❷❸

安
城
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況

市
土
地
開
発
公
社
の
平
成
28
年
度
事

業
報
告
・
決
算
及
び
平
成
29
年
度
の
事

業
計
画
・
予
算
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

■
平
成
28
年
度
事
業
報
告・
決
算

●
取
得

【
公
有
地
】市
道
榎
前
井
杭
山
８
号
線
他

用
地
取
得
事
業
用
地
、
安
城
南
明
治
土

地
区
画
整
理
事
業
用
地

◦
取
得
用
地　
５
４
１
７
㎡
余

◦
取
得
価
格　
３
億
４
７
８
９
万
円
余

【
土
地
造
成
事
業
】榎
前
地
区
工
業
団
地

造
成
事
業
用
地

◦
取
得
用
地　
１
万
１
５
０
３
㎡
余

◦
取
得
価
格　
２
億
７
３
４
５
万
円
余

●
処
分

【
公
有
地
】安
城
南
明
治
土
地
区
画
整
理

事
業
用
地
、
児
童
福
祉
施
設
用
地
取
得

事
業
用
地

◦
処
分
用
地　
４
５
３
５
㎡
余

◦
処
分
価
格　
５
億
７
８
５
５
万
円
余

■
平
成
29
年
度
事
業
計
画・
予
算

●
取
得

　
榎
前
地
区
工
業
団
地
造
成
事
業
用
地

　
等

◦
取
得
用
地　
２
万
７
９
０
０
㎡

●
処
分

　
市
道
榎
前
井
杭
山
８
号
線
他
用
地
等

◦
処
分
用
地　
８
１
５
８
㎡

問　
榎
前
地
区
工
業
団
地
造
成
事
業
費

に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
は
前
年
度
の

決
算
額
に
比
べ
て
約
2
・
5
倍
高
い
が

そ
の
理
由
は
。

答　
平
成
29
年
度
予
算
に
は
、
平
成
28

年
度
に
は
な
か
っ
た
調
整
池
の
築
造
や

用
地
の
造
成
を
す
る
た
め
の
工
事
費
が

５
億
２
３
０
０
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
高
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

公
益
財
団
法
人
安
城
都
市
農
業
振
興

協
会（
デ
ン
パ
ー
ク
）の
経
営
状
況

デ
ン
パ
ー
ク
の
平
成
28
年
度
事
業
報

告
・
決
算
及
び
平
成
29
年
度
事
業
計

画
・
予
算
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
の
入
園
者
数

　
53
万
５
４
４
３
人

　
３
４
２
５
人
増（
前
年
度
比
）

■
平
成
28
年
度
事
業
報
告

◦
年
間
を
通
じ
て
季
節
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
。
特
に
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、「
北
欧
の
ク
リ
ス

マ
ス
」と
題
し
て
、
30
万
球
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
、
21
日
間
に
お
よ
ぶ
花
火

シ
ョ
ー
、
総
数
193
店
の
移
動
販
売
車
等

に
よ
る
グ
ル
メ
企
画「
ク
リ
ス
マ
ス
マ

ル
シ
ェ
」を
開
催
し
た
。

◦
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
活
用
し

た
地
産
地
消
推
進

イ
ベ
ン
ト「
安
城

マ
ル
シ
ェ
ｉ
ｎ
デ

ン
パ
ー
ク
」を
１

月
28
日
、
29
日
に

開
催
し
、
１
万
人

を
超
え
る
入
園
者

が
あ
っ
た
。

■
平
成
28
年
度
決
算

●
収
益　
６
億
９
２
５
１
万
円
余
／
市

か
ら
の
指
定
管
理
料（
３
億
３
１
７
６
万

円
余
）、
入
園
料
な
ど
の
施
設
利
用
料
、

物
品
販
売
等
の
事
業
な
ど

●
費
用　
６
億
８
７
３
０
万
円
余
／
季

節
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
公
園
内
の
樹

木
、
花
壇
の
管
理
、
企
画
展
示
会
の
開

催
、
体
験
講
座
の
開
催
な
ど

■
平
成
29
年
度
予
算

●
収
益　
７
億
１
３
１
９
万
円
余

●
費
用　
７
億
１
２
８
５
万
円
余

公
益
財
団
法
人
安
城
市
学
校
給
食

協
会
の
経
営
状
況

学
校
給
食
協
会
の
平
成
28
年
度
事
業

報
告
・
決
算
及
び
平
成
29
年
度
の
事
業

計
画
・
予
算
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

■
平
成
28
年
度
事
業
報
告

●
食
育
推
進
事
業

◦
給
食
に
関
す
る
思
い
出
の
作
文
・
絵

画
を
募
集
。
優
秀
作
品
を
掲
載
し
た
作

品
集
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
し
、
広
く
市
民
に
周
知

し
た
。

◦
調
理
場
の
施
設
見
学
及
び
試
食
会
を

開
催
し
た
。

■
平
成
28
年
度
決
算

●
収
益　
20
億
９
５
０
７
万
円
余

●
費
用　
20
億
９
５
０
７
万
円
余

■
平
成
29
年
度
予
算

●
収
益　
20
億
１
６
５
７
万
円

●
費
用　
20
億
１
６
５
７
万
円

問　
調
理
場
の
施
設
見
学
及
び
試
食
会

は
、
主
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護
者
を
対
象
に

実
施
し
て
い
る
と
思
う
が
、
給
食
を
残

さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
児
童
、
生
徒

を
対
象
と
し
て
は
実
施
し
て
い
な
い
の
か
。

答　
一
部
の
小
学
校
で
は
調
理
場
見
学

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
協
会
と

し
て
も
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
な
ど

を
対
象
に
見
学
会
を
開
催
し
て
い
る
。

子
ど
も
達
に
、
給
食
を
残
さ
ず
食
べ
て

も
ら
う
た
め
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小

中
学
校
で
栄
養
教
諭
な
ど
が
担
任
と
連

携
し
て
、
食
に
関
す
る
指
導
、
食
の
大

切
さ
に
つ
い
て
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

デ
ン
パ
ー
ク
の
写
真

条
例
の
改
正
な
ど
11
案
件
を
議
決

条
例
関
係

契
約
関
係

安城マルシェ in デンパーク



❹❺

問　
市
民
か
ら
要
望
が
多
い
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
だ
が
、
各
町
内
会
に
、
年
間
１
本

の
割
り
当
て
で
は
少
な
く
、
設
置
本
数

を
増
や
す
つ
も
り
は
あ
る
か
。

答　
町
内
会
要
望
の
半
数
以
上
が
、
交

差
点
の
停
止
位
置
に
車
等
を
停
車
さ
せ

る
こ
と
で
、
安
全
確
認
が
で
き
る
場
所

で
あ
っ
た
。「
設
置
が
必
要
」と
す
る
場

所
へ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
率
は

80
％
程
度
で
あ
り
、
引
き
続
き
要
望
に

答
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

問　
高
齢
化
が

進
む
中
、
あ
ん

く
る
バ
ス
の
増

便
及
び
利
便
性

の
向
上
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答　
バ
ス
の
増

便
に
あ
た
っ
て

は
全
国
的
な
乗

務
員
不
足
と
多

額
な
経
費
負
担
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
市
内
の
公
共
交
通
機
関
は
、
他

市
と
比
較
し
て
も
充
実
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
利
用
促
進
を
図
り
な
が

ら
現
在
の
運
行
を
持
続
し
て
い
き
た
い
。

問　
市
民
か
ら
猫
の
ふ
ん
尿
に
よ
る
被

害
を
多
く
お
聞
き
し
て
い
る
。
飼
い
主

の
い
な
い
猫
を
増
や
さ
な
い
活
動
を
し

て
い
る
市
民
団
体
に
不
妊
・
去
勢
手
術

の
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
は
考
え
な

い
か
。

答　
地
域
住

民
や
地
域
猫

活
動
に
習
熟

し
て
い
る
団

体
と
共
に
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
問
題
解
決
の
取

組
み
を
検
討
し
た
い
。

◆
そ
の
他
の
質
問
…
Ｊ
Ｒ
三
河
安
城
駅

に
つ
い
て
等
、
全
9
質
問
。

問
　
駅
橋
上
化
及
び
自
由
通
路
事
業
の

費
用
負
担
の
現
在
の
交
渉
状
況
と
、
市

の
負
担
が
非
常
に
大
き
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
実
施
し
て
い
く
理
由
は
。

答　
名
古
屋
鉄
道
㈱
側
は
、「
駅
の
改
修

は
、
自
治
体
か
ら
の
請
願
扱
い
と
し
、

費
用
は
全
て
自
治
体
の
負
担
で
あ
る
」

と
主
張
し
て
お
り
、
負
担
協
議
が
合
意

に
至
ら
な
い
場
合
は
、「
現
状
の
駅
を
修

繕
し
つ
つ
、
継
続
使
用
す
る
」と
の
意

向
で
あ
る
。

今
後
の
北
部
地
域
の
発
展
を
見
据
え

る
と
、
財
政
状
況
が
比
較
的
良
好
な
こ

の
時
期
に
多
額
の
費
用
を
負
担
し
て
で

も
、
駅
の
改
修
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
判
断
し
た
。

こ
の
地
域
の
多
く
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
は
鉄
道
立
体
化
が
必
要
だ
が
、

事
業
着
手
ま
で
に
は
、
地
元
住
民
や
関

係
機
関
と
の
合
意
形
成
に
相
当
長
い
期

間
が
か
か
る
こ
と
と
、
施
工
す
る
に
は

莫
大
な
財
政
支
出
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
非
常
に
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
現
状
に
お
い
て
実
現
可
能

な
橋
上
化
事
業
を
進
め
、
ま
ち
の
玄
関

口
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
開
発
を
誘
導
し
、
ま

ち
づ
く
り
を
促
す
こ
と
で
、
人
口
減
少

の
抑
制
が
期
待
で
き
る
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

新
安
城
駅
橋
上
化
事
業
に
つ
い
て

白
しら

山
やま

松
まつ

美
み

議員

杉
すぎ

山
やま

　朗
 ほがら

議員

志

安城創生会

問　
成
年
後
見
制
度
と
は
、
判
断
能
力

が
不
十
分
な
成
年
者
を
保
護
す
る
た
め
、

後
見
人
な
ど
を
定
め
る
制
度
で
あ
る
。

単
身
高
齢
者
の
増
加
や
親
せ
き
等
の

関
係
性
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
り
、
こ
の

制
度
を
必
要
と
し
て
い
る
方
が
、
増
加

傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

本
市
の
成
年
後
見
制
度
利
用
の
た
め

の
窓
口
や
、
普
及
啓
発
の
た
め
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
。

答　
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
は
、
市

の
委
託
に
よ
り
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
以
下「
社
協
」と
い
う
。）が
窓
口
と
な

り
、
本
人
、
家
族
、
施
設
な
ど
か
ら
の

相
談
を
受
け
て
い
る
。

地
域
の
窓
口
と
し
て
は
、
本
年
度
か

ら
全
中
学
校
区
に
整
備
さ
れ
た「
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
の
相
談
の
中

で
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
が
必
要
な

事
例
で
あ
れ
ば
、
社
協
に
取
り
次
ぎ
、

制
度
の
利
用
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
と

し
た
。

普
及
啓
発
に
つ
い
て
は
、
一
般
市
民

向
け
に
、
社
協
が
勉
強
会
や
司
法
書
士

な
ど
の
専
門
家
を
講
師
に
迎
え
た
講
演

会
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問
…
学
校
給
食
に
お
け

る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て
、
就

学
援
助
制
度
に
つ
い
て
、
災
害
時
に
お

け
る
避
難
所
で
の
飲
料
確
保
に
つ
い
て

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

市議会のウェブサイト⇒ 安城市議会 検索

ＱＲコードを読み取って
ご覧ください。
※パケット・通信料がかかり
　ます。

一般質問のあらまし

スマートフォンやタブレット端末から各議員の
代表質問や一般質問の録画映像をご覧頂けます。

【映像配信】

【会議録】

あ
ん
く
る
バ
ス
に
つ
い
て

地
域
猫
に
つ
い
て

宗
そう

　文
ふみ

代
よ

議員

公明党
安城市議団

橋上化イメージ

あんくるバス

９人の議員が44項目の一般質問を行いました。各議員の主な質問
と答弁の要旨を掲載しています。なお、未掲載の質問などは、会議
録や録画映像でご覧いただけます。
代表質問や一般質問は、ライブ中継を実施しています。日程につ

いては12ページをご覧ください。



問　
昨
年
度
、
国
の
指
針
が
変
わ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
胃
内
視
鏡
検
査（
胃
カ

メ
ラ
）の
導
入
に
よ
る
検
査
精
度
の
向

上
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考

え
と
医
療
機
関
の
体
制
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答　

市
内
医
療
機
関
に
現
況
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
７
医
療
機
関
で
年
間

３
２
０
０
人
程
度
の
検
査
が
可
能
で
あ

り
、
胃
が
ん
検
診
受
診
者
の
３
分
の
１

が
胃
内
視
鏡
検
査
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。

今
後
は
、
胃
部
Ｘ
線
検
査（
バ
リ
ュ

ウ
ム
検
査
）と
の
選
択
性
に
よ
る
導
入

に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問　
就
学
や
就
労
ま
で
行
き
着
か
な
い

は
ざ
ま
に
あ
る
方
や
、
不
登
校
の
方
が

学
校
卒
業
後
支
援
の
継
続
が
さ
れ
に
く

い
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
家
族
に
対
す
る

支
援
な
ど
の
課
題
解
決
に
向
け
、
子
ど

も
・
若
者
支
援
地
域
協
議
会
の
開
設
が

必
要
と
思
う
が
、

市
の
考
え
は
。

答　
子
ど
も
・

若
者
支
援
地
域

協
議
会
に
つ
い

て
は
、
県
内
で

は
、
11
市
が
設

置
し
て
お
り
、

安
城
市
に
と
っ

て
も
、
必
要
な

機
関
で
あ
る
の

で
、
関
係
団
体

と
連
携
し
な
が

ら
、
設
置
を
考

え
て
い
き
た
い
。

❻❼

問
　
安
城
市
の
補
助
金
を
受
け
る
企
業

で
法
令
違
反
が
確
認
さ
れ
た
場
合
で
も
、

「
規
則
や
各
補
助
金
交
付
要
綱
に
違
反

し
な
い
場
合
は
、
交
付
決
定
の
取
り
消

し
な
ど
の
措
置
は
行
え
な
い
」と
し
て

い
る
。
規
則
・
要
綱
の
改
正
を
。

答
　
補
助
金
は
、
そ
の
補
助
事
業
の
目

的
、
内
容
な
ど
に
沿
っ
て
事
業
計
画
や

事
業
実
績
に
対
し
て
交
付
す
る
も
の
。

補
助
事
業
と
は
、
関
係
の
な
い
他
の
法

令
等
に
違
反
す
る
行
為
が
あ
っ
た
場
合

に
も
、
取
り
消
し
や
返
還
を
求
め
る
も

の
で
は
な
い
。

問
　
と
ら
ば
さ
み
は
、
狩
猟
な
ど
に
使

わ
れ
た
罠
の
一
種
で
、
動
物
が
踏
み
つ

け
る
と
、
両
側
か
ら
脚
を
強
く
挟
み
込

む
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
挟
む
力
は

相
当
強
く
、
罠
に
掛
か
っ
た
時
点
で
大

け
が
を
負
う
の
は
必
至
で
あ
る
。
そ
の

危
険
性
か
ら
、
狩
猟
で
の
使
用
は
禁
じ

ら
れ
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
の
た
め
で
あ
っ

て
も
、
行
政
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
。

原
則
、
市
は
許
可
し
な
い
方
針
を
示
せ

な
い
か
。

答
　
市
で
は
、
原
則
使
用
禁
止
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
農
作
物
被
害
の
な
い
本
市
で
許
可

す
る
ケ
ー
ス
は
想
定
で
き
な
い
。

問　
特
別
支
援
の
免
許
を
所
持
し
て
い

る
教
員
は
全
教
員
の
7
％
に
当
た
る
52

人
。
一
般
教
員
へ
の
知
識
の
上
乗
せ
は
。

答　
多
く
の
通
常
学
級
に
も
、
特
別
支

援
を
要
す
る
児
童
、
生
徒
が
い
る
の
で
、

担
任
に
も
特

別
支
援
教
育

に
関
す
る
知

識
の
習
得
を

図
り
、
教
員

の
力
量
を
向

上
さ
せ
て
い

く
。

問　
市
に
届
け
出
の
あ
る
439
台
の
既
設

防
犯
カ
メ
ラ
の
動
作
確
認
と
点
検
は
ど

う
し
て
い
る
か
。

答　
市
や
指
定
管
理
者
が
管
理
し
て
い

る
も
の
は
、
定
期
的
に
保
守
点
検
を

行
っ
て
い
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の

が
あ
る
の
で
、
定
期
的
な
保
守
点
検
を

行
う
よ
う
に
今
年
度
中
に
ル
ー
ル
を
定

め
た
い
。

町
内
会
等
が
管
理
し
て
い
る
も
の
は
、

状
況
を
調
査
し
、
対
策
を
検
討
し
た
い
。

問　

整
備
さ
れ
て
か
ら
30
年
以
上
が

経
っ
て
、
樹
木
も
成
長
し
て
い
る
養
下

公
園
の
安
全
・
防
犯
対
策
は
？

答　
樹
木
の
成
長
に
よ
り
、
防
犯
上
の

対
策
が
必
要
な
の
で
、
せ
ん
定
作
業
を

実
施
し
て
い
く
。

「
健ケ

ン

幸サ
チ

な
ま
ち
へ
」検
診
の
受
診

率
向
上
施
策
に
つ
い
て

ひ
き
こ
も
り
と
そ
の
家
族
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て

法
ほう

福
ふく

洋
よう

子
こ

議員

公明党
安城市議団

企
業
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

石
いし

川
かわ

　翼
つばさ

議員

新社会

「
と
ら
ば
さ
み
」に
つ
い
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

養
下
公
園
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

学
齢
期
に
お
け
る
発
達
障
害
児

へ
の
支
援
に
つ
い
て

石
いし

川
かわ

博
ひろ

英
ひで

議員

安城創生会

問　
本
市
は
、
市
民
保
養
事
業
を
今
年

８
月
末
で
廃
止
し
、
新
た
な
子
育
て
支

援
に
活
用
す
る
と
し
て
い
る
。
市
の
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
78
％
が
継

続
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
市
は
全
国

６
位
の
豊
か
な
財
政
力
が
あ
り
、
廃
止

す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　
市
の
財
政
は
、
最
短
で
平
成
35
年

度
に
基
金
残
高
が
ゼ
ロ
に
な
る
と
予
想

し
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
で
は
、
旅
行
に
際
し
て
、

安
価
で
手
続

き
が
簡
単
な

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
の

利
用
が
伸
び

る
な
ど
、
社

会
ニ
ー
ズ
の

変
化
が
あ
り
、

市
の
補
助
事

業
と
し
て
は
、

そ
の
役
割
を

終
え
た
と
判

断
し
た
。

問　
安
倍
内
閣
は
、
教
育
勅
語
に
つ
い

て「
憲
法
や
教
育
基
本
法
等
に
反
し
な

い
形
で
教
材
と
し
て
用
い
る
こ
と
ま
で

否
定
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
」と
の
答

弁
書
を
閣
議
決
定
し
た
が
、「
天
皇
の
た

め
に
身
を
捧
げ
よ
」と
子
ど
も
た
ち
を

教
化
し
、
侵
略
戦
争
を
支
え
た
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

教
育
勅
語
は
、
１
９
４
８
年（
昭
和

23
年
）の
国
会
で
、
基
本
的
人
権
、
憲

法
の
精
神
と
相
い
れ
な
い
と
し
て
、
排

除
・
失
効
を
決
議
し
た
が
、
市
長
、
教

育
長
の
認
識
は
。

答　
教
育
勅
語
は
、
国
会
で
廃
止
さ
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
学
校
教
育

に
何
ら
影
響

力
を
持
つ
も

の
で
は
な
い

と
考
え
て
お

り
、
今
後
も

こ
の
考
え
が

変
わ
る
こ
と

は
な
い
。

教
育
勅
語
に
つ
い
て

市
民
保
養
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て

宮
みや

川
がわ

金
かね

彦
ひこ

議員

日本共産党
安城市議員団

とらばさみ

せん定前の養下公園



会派別賛否（○賛成、×反対）

安
城
創
生
会

志
み
ら
い
の
風

公
明
党

共
産
党

新
社
会6 月定例会に提出された案件 結果

市
長
提
出
議
案

第57号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第58号 職員退職手当支給条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第59号 市税条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ○ ○ ○ ○ × ×

第60号 都市計画税条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ○ ○ ○ ○ × ×

第61号 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第62号 国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第63号 地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改
正する条例の制定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第64号 工事請負契約の締結（環境クリーンセンターごみ焼却施設通風及
び受入供給設備整備工事） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第65号 工事請負契約の締結（平成29年度デンパーク風車の広場改修工事） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第66号 工事請負契約の締結（西海橋関連旧橋撤去・左岸下部工事） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第67号 工事請負契約の締結（調整池整備工事（末広町地区）） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意

第３号 公平委員会委員の選任 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第４号 固定資産評価審査委員会委員の選任 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第５号 農業委員会委員の任命 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情 第１号 市に飼い主のいない猫対策を推進することを求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員
提出
議案

第１号 議員の派遣 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第２号 シティプロモーション・交流人口拡大特別委員会の設置 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第３号 まちづくり特別委員会委員の定数の変更 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

■
議
長
か
ら
の
諮
問

６
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
議
会
改
革

検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
議
長
か
ら

「
慶
弔
費
等
の
申
し
合
わ
せ
」及
び「
議

員
政
治
倫
理
条
例
の
見
直
し
」に
つ
い

て
諮
問
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
議
員

の
政
治
倫
理
の
よ
り
一
層
の
意
識
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
に
信
頼
さ
れ

る
議
会
づ
く
り
を
目
指
し
、
協
議
を
重

ね
、
結
果
を
議
長
に
答
申
し
ま
す
。

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）

◎
杉
浦
秀
昭

○
大
屋
明
仁

今
原
康
徳
／
近
藤
之
雄
／
白
山
松
美

野
場
慶
徳
／
坂
部
隆
志
／
宮
川
金
彦

❽❾

問　
昨
年
実
施
さ
れ
た
選
考
会
で
、
採

択
さ
れ
な
か
っ
た
団
体
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
そ
の
中
に
は
魅
力
的
な
事
業
も
い

く
つ
か
あ
っ
た
と
思
う
。
今
後
こ
れ
ら

の
団
体
が
行
う
事
業
に
対
し
て
、
何
か

支
援
等
の
予
定
が
あ
る
か
。
ま
た
、
ケ

ン
サ
チ
グ
ラ
ン
プ
リ
の
第
2
弾
を
行
う

予
定
は
あ
る
か
。

答　
応
募
事
業
の
中
に
は
、
既
に
別
の

事
業
で
活
用
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
の

で
、
参
考
に
し
て
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ

て
い
く
。

ケ
ン
サ
チ
グ
ラ
ン
プ
リ
の
第
２
弾
に

つ
い
て
は
、
今
回
の
３
事
業
の
効
果
等

を
検
証
し
た
上
で
検
討
す
る
。

問　
本
年
、
5
月
6
日
か
ら
市
役
所
の

東
に
建
設
さ
れ
た
261
台
を
駐
車
で
き
る

立
体
駐
車
場
が
供
用
開
始
さ
れ
た
。
市

役
所
駐
車
の
混
雑
が
か
な
り
緩
和
さ
れ

る
と
期
待
さ
れ
る
が
、
安
全
性
の
確
保

と
道
路
横
断
の
効
率
性
を
高
め
る
た
め
、

立
体
駐
車
場
と
市
役
所
を
連
結
す
る
屋

根
付
き
歩
道
橋
を
設
置
で
き
な
い
か
。

答　
近
接
す
る
郵
便
局
前
に
横
断
地
下

道
が
あ
る
た
め
、
新
た
に
横
断
施
設
を

設
け
る
こ
と
は
、
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。

ケ
ン
サ
チ
グ
ラ
ン
プ
リ
に		

つ
い
て

近
こん

藤
どう

之
ゆき

雄
お

議員

安城創生会

市
役
所
立
体
駐
車
場
に
つ
い
て

問　
新
聞
記
事
に「
休
憩
な
い
・
休
日

な
い
・
時
間
外
手
当
な
い
・
や
る
こ
と

際
限
な
い
、
あ
る
の
は
残
業
と
過
労
、

主
因
の
部
活
、
時
間
短
縮
を
」と
の
記

事
が
あ
っ
た
。
２
０
１
６
年（
平
成
28

年
）11
月
の
小
中
学
校
の
長
時
間
勤
務

は
、
小
学
校
で
100
時
間
超
は
30
人
、
中

学
校
は
96
人
も
い
る
。
２
０
１
３
年

（
平
成
25
年
）12
月
の
一
般
質
問
の
時
よ

り
減
少
し
て
い
る
が
、
過
労
死
ラ
イ
ン

だ
。
市
は
当
時
、「
部
活
の
時
間
短
縮

は
、
今
後
の
研
究
対
象
」と
答
弁
し
た

が
、
改
善
さ
れ
た
の
か
。
朝
部
活
を
な

く
す
検
討
は
し
て
い
る
か
。

答　
昨
年
度
、
校
長
会
と
中
小
体
育
連

盟
で
、「
土
日
は
、
ど
ち
ら
か
を
休
み
と

す
る
」「
平
日
の
午
前
・
午
後
の
部
活
動

の
う
ち
週
２
回
は
休
み
と
す
る
」と
し

た
こ
と
を
再
確
認
し
、
徹
底
を
図
る
。

篠
目
中
学
校
は
開
校
時
か
ら
朝
部
活

は
な
い
。
引
続
き
、
よ
り
良
い
部
活
動

を
検
討
す
る
。

問　
生
徒
会
費
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
・
ク
ラ

ブ
活
動
費
を
支
給
項
目
に
追
加
を
。

入
学
準
備
金
を
入
学
前
に
支
給
を
。

答　
県
下
で
支
給
は
16
自
治
体
で
、
近

年
、
動
き
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
引
き

続
き
状
況
の
把
握
を
し
て
い
く
。

入
学
前
支
給
に

つ
い
て
は
、
シ
ス

テ
ム
改
修
が
必
要

と
な
る
の
で
今
年

度
内
の
支
給
は
難

し
い
。

◆
そ
の
他
の
質
問

…
介
護
保
険
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
へ
の
移
行
等

「
過
重
労
働
の
無
法
地
帯
」		

教
員
の
勤
務
状
況
に
つ
い
て

深
ふか

谷
や

惠
けい

子
こ

議員

日本共産党
安城市議員団

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

石川議長（左）から杉浦委員長へ
諮問書が手渡された

議
会
改
革
検
討
委
員
会

６月定例会　議案などの審議結果
◎安城創生会 16 人　◎志３人　◎みらいの風３人　◎公明党３人　◎共産党２人　◎新社会１人

※議案名と会派名は、一部省略して記載しています。（公明党⇒公明党安城市議団、共産党⇒日本共産党安城市議員団）

安城市役所立体駐車場



❿⓫

５月
15日 建設部会・市内巡視
16日 市民文教部会・市内巡視
17日 経済福祉部会・市内巡視
18日 総務企画部会・市内巡視
26日 議会運営委員会
31日 経済福祉部会

６月

13日
建設常任委員会・建設部会
建設・経済福祉合同部会

15日 経済福祉常任委員会

16日
総務企画常任委員会
議会運営委員会

委員会・部会などの活動状況

《
建
設
》　
５
月
15
日

●
所
管
事
項
の
説
明
を
受
け
た
後
、
安

城
桜
井
駅
周
辺
特
定
土
地
区
画
整
理
事

業
、
地
震
防
災
施
設
緊
急
整
備
事
業
の

現
場
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

《
市
民
文
教
》　
５
月
16
日

●
所
管
事
項
の
説
明
を
受
け
た
後
、
災

害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、
衣
浦
東
部

広
域
連
合
、
歴
史
博
物
館
、
ア
ン
フ
ォ
ー

レ
な
ど
の
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

《
経
済
福
祉
》　
５
月
17
日

●
所
管
事
項
の
説
明
を
受
け
た
後
、
安

城
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
、
み
の

わ
保
育
園
な
ど
の
施
設
を
視
察
し
ま
し

た
。

《
総
務
企
画
》　
５
月
18
日

●
所
管
事
項
の
説
明
を
受
け
た
後
、
市

役
所
電
算
機
室
、
市
役
所
立
体
駐
車
場
、

㈱
キ
ャ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
施

設
を
視
察
を
し
ま
し
た
。

■
調
査
事
項

本
市
の
魅
力
を
再
発
掘
・
再
発
信
し
、

交
流
人
口
及
び
移
住
・
定
住
人
口
の
拡

大
に
よ
る
持
続
可
能
な
行
政
運
営
の
た

め
の
自
治
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

調
査
研
究
す
る
。

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）

◎
坂
部
隆
志

○
深
津　
修

松
本
佳
栄
／
小
川
浩
二
郎
／
石
川
博
雄

宗　
文
代
／
鈴
木　
浩
／
今
原
康
徳

深
谷
惠
子
／
永
田
敦
史

ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
の
調
査
、

研
究
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
定
数
を
８

人
か
ら
11
人
に
変
更
し
ま
し
た
。

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）

◎
松
尾
学
樹

○
法
福
洋
子

石
川
博
英
／
杉
山　
朗
／
石
川　
翼

辻
山
秀
文
／
近
藤
之
雄
／
野
場
慶
徳

杉
浦
秀
昭
／
宮
川
金
彦
／
神
谷
清
隆

歴史博物館にて 堀内川にて（管路耐震化）

市役所電算機室にて みのわ保育園にて

会派名
（所属議員数）

安城創生会 志 みらいの風 公明党
安城市議団

日本共産党
安城市議員団 新社会

（16人） （3人） （3人） （3人） （2人） （１人）

政務活動費（交付額） Ⓐ 5,760,000 1,080,000 1,080,000 1,080,000 720,000 360,000 

支
出
内
訳

調査研究費 1,968,130 0 435,466 425,290 38,908 0 

研修費 1,070,034 0 272,433 435,313 0 0 

広報広聴費 113,400 821,059 0 0 0 0 

要請・陳情活動費 153,150 0 0 0 0 0 

資料作成費 376,246 111,302 63,813 63,500 26,385 20,675 

資料購入費 123,120 6,092 90,720 83,624 24,840 24,840 

交通通信費 1,011,288 115,470 72,000 72,000 48,000 24,000 

支出合計Ⓑ 4,815,368 1,053,923 934,432 1,079,727 138,133 69,515 

返納額（ⒶーⒷ） 944,632 26,077 145,568 273 581,867 290,485 

※領収書などの証拠書類を貼付することを義務づけています。

【平成28年度政務活動費収支一覧】 （単位：円）

昨年度、市が各会派に交付した政務活動費に対する、支出の内訳をお知らせします。
政務活動費とは、地方自治法に基づき、議員の調査研究、その他の活動に資するため必要
な経費の一部として、各会派に交付されるものです（月額３万円×会派構成人数）。
年度末に残額が発生する場合は、その全部を市に返納します。

市制施行６５周年記念事業として“未来・夢”中学生議会が開かれます。市内８中学校から２４
人の議員（生徒）が、中学生の視点から当市の現状や課題などの質問や未来に向けた提言を行
います。

当市の未来を担う議員（生徒）の生の声を聞
きに来ませんか。

ぜひ、傍聴にお越しください。

開催日	 平成29年８月８日（火）９時～
 （正午終了予定）※ライブ中継あり
場 所	 市議会議場（市役所北庁舎６階）

“未来・夢”中学生議会を開会します！

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・

交
流
人
口
拡
大
特
別
委
員
会

を
設
置

ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

委
員
の
定
数
の
変
更



９月１日（金） 開会 
 ４日（月） 一般質問
 ５日（火） 一般質問
 ６日（水） 一般質問予備日
 ７日（木） 議案質疑
  決算特別委員会
 11日（月） 建設常任委員会
  決算特別委員会分科会
 12日（火） 市民文教常任委員会
  決算特別委員会分科会
 13日（水） 経済福祉常任委員会
  決算特別委員会分科会
 14日（木） 総務企画常任委員会
  決算特別委員会分科会
 20日（水） 決算特別委員会
 25日（月） 閉会

 
 6日（水） 午後６時
 ８日（金） 午後６時
 26日（火） 午後６時※

表紙の紹介

市議会だより編集委員

９月定例会の開催予定 放映（録画）放映（録画）

●開始時刻はいずれも
　午前10時からです。
●請願・陳情の提出締切り
　は、８月23日㈬です。

※会議を開催した場合のみ放送

＼行政調査の受け入れ実績／議会ＩＣＴ

キャッチネットワーク
106チャンネルで
録画放映されます。

⓬

議会では昨年２月からタブレッ
ト端末を活用した効率的な議会運
営を行っており、全国の議会から
視察にお越しいただいています。
平成28年度の行政調査受け入れ
実績として、52件中34件が議会Ｉ
ＣＴに関する内容であり、全国か
ら関心の高さがうかがえます。

（◎委員長、○副委員長）
前列左から　神谷清隆　◎宗　文代　○神谷昌宏
　　　　　　深谷惠子
後列左から　野場慶徳　　石川　翼　　鈴木　浩
　　　　　　石川博雄　　小川浩二郎　松本佳栄
本号から、私たちが編集を担当します。市民の

皆さまに、市議会の活動などをわかりやすくお伝
えしていきます。
ご意見・ご感想をお待ちしています。

デンパークの西400ｍにある田ん
ぼに描かれた「ふれあい田んぼアー
ト」。このイベントは、平成19年か
ら実施して今年で11回目です。今回
は、デンパーク開園20周年を記念し
た絵柄で、市民や生産者の手で植え
られた色とりどりの苗により、太陽
の下、“日本デンマーク　あんじょう
だいすき”の文字が鮮やかに浮かび
上がっています。ぜひ、ご家族、ご
友人お誘いあわせのうえ現地に足を
運んでみてください。
差込の写真は、サボテンの一種

「ナイトドリーム」と開園20周年記念
のマークが入った汽車型バス「メル
ヘン号」です。

あんじょう市議会だよりは、古紙を 70％使用した
再生紙と大豆油インキを使用しています

【発行者】安城市議会　【編集者】市議会だより編集委員会　【問い合わせ】安城市議会事務局
〒446−8501 安城市桜町 18−23 ／ Tel.0566−71−2252 ／ Fax.0566−77−8200
E メール：giji@city.anjo.lg.jp


